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09ヨーロッパから届く少し良い未来。
かしこく、やさしいサステナブルライフマガジン

青く豊かな海とともに
生き続けるために



海が泣いています。

人々の暮らしからあふれ出した様々な翳りが、
長い時間をかけて海の六腑をむしばみ続けました。
居心地を失った森の摂理や、流れを遮られた河の淀みが海を汚し、
生命の連鎖を脅かし、もう後戻りできないところまで来ています。

間に合わないかもしれない……。

でも、できることもあるはずだと、海が語りかけています。

たとえば、ブルターニュの海。
青く透き通ってはいないけれど、群青の海のやわらかな表情が、
私たちに、深い恵みを感じさせてくれます。
その意味を教えてくれたのは、鳴門のワカメ漁師さん。

「ブルターニュの海で育ったワカメには日本の海で育ったものの数倍の栄養素がある」
豊かであり続けられた理由は、ブルターニュの海が、
人と社会と経済システムによって護られてきたからです。

たとえば、サーファーの思い。波を愛する者たちは、
海の悲鳴を見逃すことはありません。長く使えるボードを、循る素材でつくる。
そして、それを世界に届けていく。
いつまでも、美しい波を全身で感じ続けるために。静かに挑み続けています。

たとえば、海上のピラミッド、モン・サン・ミッシェル。
人の営みで砂に埋もれた島は、人々の気づきと決意と団結と実行により、
10年の時間をかけて、海に還りました。

間に合うかもしれない。今なら。
海を豊かに変えていくことができるのは、今を生きる人たちの思いだけなのかもしれません。

でも、現実の世界では、海や空や森などの本当の価値を知らない人が
"Drill, baby, drill（化石燃料を掘りまくれ）”と叫んでいます。

かき消されてはいけない。シンプルに海を思えば、答えはそこに見えてきます。
そして、その先に、
現実の世界を変えるための細いけれど確かな道が現れてくるのではないでしょうか。
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青く豊かな海とともに生き続けるために
フランスは海洋国家だ。
北海、英仏海峡、大西洋、地中海に接する欧州西端の本
国領土は、5,500kmの海岸線に囲まれている。これだけ
なら日本の海岸線35,000kmと比べて長くないように思
えるが、フランスはさらに、太平洋のポリネシアやニュー
カレドニア、インド洋のエパルス諸島、南米大陸のギアナ
など、北極海以外のすべての海洋に海外領土を保有して
いる。その結果、排他的経済水域（EEZ）は1,000万㎡を
超え、アメリカに次ぐ世界第2位。ゆえに、世界中の海と
関わる海洋国家であると言えるのだ。

日本では、フランスというと農業や畜産業のイメージが強
い。実際、EUで最も多くの穀物や牛肉・乳製品やワイン
を生産・輸出している農業大国でもある。だが同時に、海
洋国家として海にまつわる文化や産業でも、長い歴史を
持っている。フランスは2000年代以降、海洋資源保護や
海洋経済の発展に力を入れてきた。2025年6月にはニー
スで第3回国連海洋会議（UNOC3）が開催される。
海は地球上の約7割を覆っている。環境・経済どちらの観
点でも間違いなく重要な海の持続可能性を守るために、
今、フランスで活動している人 を々取材した。
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ブルターニュの西端、ビスケー湾に接する街・レスコ
ニールの小さな漁港から船が出る。防波堤を越えて外
洋へ。曇天の下に広がる紺碧の海面に白い引き波を
描きながら走ることしばし、やがて小さな黄色いブイ
が等間隔に並ぶ一角へ到着した。

「ここがワカメの養殖場。収穫期はもう少し先だからま
だ育ちきっていないけど、少し食べてみる？」
船を泊め、ブイにつながる縄を引き寄せながらそう尋
ねてくれたのは、Algolesko社で海藻の孵化と育成
を担当するMathilde LEMOINE（マチルド・ルモワ
ンヌ）さんだ。揺れる船上で手際良くワカメの葉先を
切り取り、手渡してくれた。
食べてみると、かすかな塩味とシャキシャキとした食
感が口内に広がる。ここまで新鮮なものを食べたのは
初めてだが、それを除けば、日本人として食べ慣れて
いるごく普通のおいしいワカメの味がした。
普通ではないのは、ここがフランスのブルターニュの
海であり、養殖場を運営しているのがマチルドさんを
はじめとする現地住民、つまり元々海藻を食べる食文
化のない地域に暮らす皆さんであるという点だ。

海の厄介者から、貴重な食資源へ

フランス北西部、英仏海峡と大西洋に面したブルター
ニュは、海と森に囲まれた自然豊かな地だ。りんごを
発酵させたシードルやそば粉のガレット、イギリスか
ら伝わったケルト文化やアーサー王伝説にまつわる遺
跡など、独自性の高い文化でも知られている。
フランスといえば農業・畜産業のイメージが強いが、
この地域は水産業も盛んだ。牡蠣やムール貝といった
フランス料理でもお馴染みの食材を多く生産してい
る。そんなブルターニュの海で、新たな特産品になり
得る食材づくりに挑戦しているのがAlgolesko社だ。

「とにかくワカメを育ててみようと思ったんだ。海にた
くさんあるのに何にも使えない、食べられない、では
有害なものとして駆除するしかないからね。自然を守
りながら海藻を育てて、良い栄養源として市場に提供
するのが私たちの目標なんだよ」
そう語るAlgolesko社創業者のTimothée SERRAZ

（ティモテ・セラーズ）さんが海藻養殖を始めた10年
前、ワカメは漁港の厄介者だった。
欧州では、海藻を食べる文化はほとんどない。在来種
のワカメやコンブは日本のものと比べて小ぶりで旨味
も少ないため、おいしく食べるための下処理や料理の
技術・アイデアは発展してこなかった。だが、現在
Algolesko社が養殖しているワカメは日本のワカメと同
じ、大きくて旨味も栄養も豊富な種だ。

「50年前、ブルターニュの牡蠣が伝染病で全滅しかけ
た時に、日本から稚貝を輸入したんだ。その貝にくっつ
いて入ってきたワカメの胞子が繁殖してこの海に根を
張った。だから、私たちが育てているワカメは日本のワ
カメと同じなんだ」とティモテさんが教えてくれた。

自然保護区内で行う
持続可能な養殖事業

レスコニール沖350㎡は、EUが生物多様性保護を目
的に設置する自然保護区「Natura 2000※」に指定さ
れている。許可された船しか入れず、持続可能性が認
められた方法でなければ漁業も養殖業もできない。
Algolesko社も、海底環境を破壊しない網の張り方を
開発したり、種苗から出荷までの全工程を徹底管理し
て本来の生態系に影響を及ぼさないようにするなど、
養殖業を行う中で様 な々工夫を凝らしている。
ブルターニュの海は、地球上で最も美しい生物多様性
を有するエリアの一つと言われ、800種以上の海藻が
生息する。フランスだけでなく欧州各国の研究者が調
査に訪れるほどだ。

「特に水質がすばらしいんです。メキシコ湾流が北極から
漁場に不可欠な栄養と綺麗な水を運んできてくれる。お
かげでとても栄養価の高い海藻が育ちます。私たちがこ
こで事業を行う最大の理由がこの水です」と、広報担当
のEmilie DUCAT（エミリー・デュキャット）さんは言う。
成分調査により、Algolesko社のワカメは日本で一般

的に流通するワカメと比べて、栄養素が多いことがわ
かっている。マグネシウムは4倍、カルシウムは1.4倍、
食物繊維は1.5倍で、逆に身体に有害な重金属は2割
から5割少ない。
豊かな海でより栄養豊富になるワカメは、同時に海中
の二酸化炭素や過剰な窒素・リンを吸収するなど、海
を浄化する機能を果たす。持続可能な海藻養殖は、人
にも海に大きな恵みになり得るのだ。

日本の知恵と技術で、
おいしいワカメをフランス中の食卓へ

ブルターニュの海がいくら栄養豊富で海藻が育ちや
すい場所だとしても、十分な技術や知識がなければ
養殖業はうまくいかない。さらに、新鮮でおいしい状
態で出荷しようとすれば、相応の加工技術も必要にな
る。海藻をタンパク源として広めようというAlgolesko
社の目標達成には、フランス・欧州のご家庭の食卓
へ海藻をおいしい料理として届けることが不可欠だ。

ティモテさんたちが養殖や加工の技術を試行錯誤して
いた2019年。協力を申し出てくれた日本の養殖業社
があった。それが徳島県でワカメ養殖・販売を行う有
限 会 社うずしお 食 品 だ。こ れ を 転 機 として、
Algolesko社は生のワカメを塩漬けにする「Frais 
sale（フレサレ）」、熱湯で茹でたあとすぐに冷やして
から塩漬けにする「Blencir（ブランシール）」などを
商品化。日本の伝統技術を活かした、鮮やかな色合
いや採れたての歯応えを備えたおいしい海藻を販売
することが可能になった。
ティモテさんとエミリーさんは、次の課題は海藻の食
べ方を広げることだと言う。

「海藻を食べる習慣がなかった欧州の人たちは、どう
やって食べたら良いのか、どんな料理に使えば良いの
かがわからないんです。だから、調味料の会社とコラ
ボしてそのままサラダにして食べられる味付き海藻を
開発したり、乾燥タイプの商品を地元の小学校に提供
してクスクスに混ぜてもらったりしています」
新鮮な海藻が持つおいしさ・栄養には、国境も文化も
越える力がある。欧州の食卓においしくて健康的な海
藻料理が並ぶ日も近いのかもしれない。

ブルターニュの
豊かな海が育む海藻

※ 出典：2023年「世界の食料安全保障と栄養の現状（原題：The Latest 
State of Food Security and Nutrition in the World （SOFI）」報告書、
2021年国連食料システムサミット

海藻の収穫に用いる船。船名はle GUIP（ル・ギップ）。

左から、ワカメ、ダルス、アリコ・ドゥ・メール。ダルスは海苔と同じ
紅藻の一種。アリコ・ドゥ・メールは日本にはない欧州の海藻。

※  1992年発効の生息地指令に基づいて設けられた。EU域内全土の
18％以上、海洋の8％以上に相当する面積をカバーしている。

海から引き上げたばかりのワカメ。

Algolesko社で海藻の加工を担当するスタッフ。新鮮な海藻をボイルして鮮
やかな緑色にするのは、日本から伝わった技術。

（写真上）商品について説明してくれる広報担当の
Emilie DUCATさん。シンプルでしゃれたパッケージか
ら、近々、日本をイメージしたパッケージへとリニューア
ルすると教えてくれた。（写真右上）フランス産海藻の
パッケージ。（写真右下）パートナーであるうずしお食品
のパッケージ。

Algolesko社で働く皆さん。現在、15名ほどのスタッフが働いている。

Algolesko社で海藻の孵化と育成を担当するMathilde LEMOINEさん。

Algolesko社創業者のTimothée SERRAZさん。フランスで
養殖したワカメの日本への輸出も行っており、「日本にはな
い海藻で寿司をつくりたいんだ」と語る。

Algolesko
https://www.algolesko.com/site

ブルターニュの
ワカメ養殖年間スケジュール

夏の終わりに収穫した親藻（しんそう）
から、ふ化技術を使って「胞子」と呼ば
れる種子を取り出す。水槽内で胞子を発
芽させ苗にして育て、その後「赤ちゃん
ワカメ」を養殖ロープに移す。

養殖ロープを清掃し、次のシーズンに向
けて養殖場を整備。

10-12月

12-2月

3-5月

6-8月

8-9月

3 月から 4 月にかけて手作業で収穫。収
穫後、煮沸、塩漬け、乾燥などの加工を
して販売する。

ワカメの成長が順調かどうかを定期的に
確認。

赤ちゃんワカメがついた養殖ロープを海
中に設置。肥料や農薬は使わず、海水に
含まれる栄養素と太陽の光で成長させる。 本来の生息地ではない場所で繁殖するのだから、元々

の生態系を侵食するなど悪影響が出かねない。しかしそ
れが貴重な食資源になるのであれば、有効活用するに越
したことはない。国連は世界の約7億3,500万人が飢餓
に直面していること、海から供給される食料は5％程度に
過ぎないことを報告※。このような背景を踏まえ、今、海藻
は欧州でも新しいタンパク源として注目され始めている。
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ブルーエコノミーとは、水資源に関わる経済活動を指す言葉。その中でも海の持続可能性を向上させる経済活動は、「サステナブル・ブルーエ
コノミー」と呼ばれている。
豊富な資源を持つ海は、経済を成長させ新たな雇用やイノベーションを生み出す可能性を秘めている。だが、サステナブル・ブルーエコノミー
が注目される理由はそれだけではない。近年、海洋環境の悪化が深刻化していること、気候変動を食い止める炭素吸収源としてブルーカーボ
ン（沿岸および海洋生態系に取り込まれる炭素）が期待されていることなどが、背景にある。
自然保護として「海を守る」活動だけでなく、海をめぐる経済活動全般を見直して持続可能な形に変えていこうという考え方が、今、世界に広がっている。

サステナブル・ブルーエコノミー

海が汚染される原因は、座礁した船からの石油流出や工場排水など様々だが、中でも特に問題視されているのがプラスチックだ。年間800万
トン以上が海へ流れ込んでおり、2050年には海中に蓄積したプラスチックの重量が魚の量を超えるという試算もある。
プラスチックは海の生態系に大きな影響を及ぼしている。鳥や魚がビニールを餌と間違えて飲み込んだり、釣り糸が絡まって動けなくなったり
するほか、「マイクロプラスチック」と呼ばれる波や紫外線で砕かれ5mm以下のサイズになったものが、多くの魚・貝・サンゴなどに取り込まれ
ている。マイクロプラスチックを取り込んだ魚は消化器官に炎症を起こし、サンゴは成長に必要な褐虫藻との共生ができなくなる。
このままプラスチック汚染が進めば、2050年の海の中には今と全く違う光景が広がっているかもしれない。

海の生態系とプラスチック汚染

ワカメのおいしさ・可能性を
世界に広め、次世代へと引き継ぐ
うずしお食品 https://uzushioshokuhin.co.jp/

うずしお食品の後藤弘樹さん（左）と、
シーコックトモエの渡部智之さん（右）

ブルターニュ・レスコニールの海藻養殖場付近の海。

徳島県鳴門市の海。海面に浮いているのは海藻養殖場の位置を示すブイ。

鳴門市の海辺を歩くと、透明度の高
い海の中に緑の海藻（ワカメではな
い）が揺れているのが見える。

渦潮で知られる徳島県鳴門市の海。穏やかな内
湾では多数の釣り用の筏が浮いている。

「おいしくない」というイメージを覆す

「初めてAlgolesko社の養殖場に連れて行ってもらいワカメを引き上げた瞬間、『な
んだこれは』と思いました。ものすごく良質なワカメが次々にあがってくるんです。
フランスにもワカメがあるらしいというのは30年以上前から聞いていましたが、ま
さかここまでのランクとは思わず、驚きました」
ブルターニュのワカメの品質は実際のところどうなのか、という質問に対して、
Algolesko社と技術支援契約を結ぶうずしお食品の社長である後藤弘樹さんは、
率直にそう語ってくれた。
うずしお食品は、昭和52年から「鳴門わかめ」の養殖・加工・販売等を手掛けて
いる。徳島県鳴門市は、岩手県の三陸と並ぶ日本有数の産地であり、平安時代
にはすでに特産品としてワカメを京の都へ送っていたことが書物に記されていた。
そんな鳴門市の老舗企業が、なぜAlgolesko社との協業を進めているのか。後藤
さんはその理由の一つとして、海外での海藻に対する評価・イメージの問題を教
えてくれた。

「フランスやアメリカに行った時、現地の方々が海藻を『おいしくないけど、体には
良いもの』と捉えているのを知りました。それは何故かと調べると、流通しているの
が日本や韓国、中国では規格外になるようなレベルのものだったんです。当然、
おいしくはありません。さらに、加工の仕方も良くなかった。Algolesko社で最初に
見せてもらった製品は塩蔵でした。海から引き上げて、そこに塩をまぶして保管す
る。そんなやり方は、日本では50年も前からやっていません。私は以前からワカメ
の海外輸出を考えていたのですが、この『おいしくない』というイメージを覆さない
限り、それは難しいとわかりました」

海外の視点・発想から、
ワカメの新たな可能性を開く

後藤さんはAlgolesko社のティモテさんを徳島へ招待し、加工方法を変えたワカ
メの食べ比べなどにより、その重要性を伝えた。現在、Algolesko社ではうずしお
食品の指導のもと、大きな釜を設置して日本と同じボイル塩蔵を行っている。その
味は日本市場でも十分に受け入れられるレベルだ。

「輸入食品を扱う販売店でも『珍しい、面白そう』と購入されるだけでなく、フラン
ス産ならばとフレンチのシェフが使ってくださることも増えてきました」と、日本で
Algolesko社製品の販売を担うシーコックトモエの渡部智之さんは言う。
和食の料理人ではなく、フレンチのシェフが使おうとしている。これがうずしお食
品が目指す海外へのワカメ輸出において、重要なポイントとなる。
日本ではワカメが古くから食材として活用されてきたが、食べ方としては味噌汁、
酢の物、サラダと、固定概念のせいか幅が広いとは言い難い。だが、全く違う食
文化で育ち暮らしている人々であれば、そこに異なる発想を加え、新たな食材とし
ての可能性を開くこともできるはず。

「日本では海藻を食材として認知していますが、海外ではバイオエタノール系のエ
ネルギー源、優れた飼料・肥料の原料、ブルーカーボン、そして食材と複数の側
面を見ています。特に畜産業や農業と海藻養殖のつながりといった部分では、海
外の方が進んだ意識を持っている。日本の海藻養殖業にも、海の貧栄養化や担
い手不足など様々な問題があるので、Alogolesko社をはじめ海外の取り組みを
積極的に学んで、次世代へ海と産業を引き継ぐ助けにしていきたいです」と後藤
さん。渡辺さんも「次世代へつなごうという想いは強く持っています。Algolesko社
との関わりもそうですし、新たなチャレンジをどんどんしていくのが僕たちのやるべ
きことと思っています」と語る。
ブルターニュの海と瀬戸内の海。遠く離れた2つの場所で、未来へつながる取り
組みが始まっている。
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久性だ。ハニカム構造の芯は衝撃に強く、波に乗る際の
重量やねじれ、振動の制御にも優れている。さらに、もし
も一部が破損しても修理しやすい構造になっているので、
通常のボードが約1年で交換時期を迎えるのに対し、
WYVEのボードは3〜4年は使えるのだという。

「就職して初めてもらった給料でボードを買ったんだけど、
すぐに壊れてしまったんだ。すごくがっかりしたよ。一緒に
会社を立ち上げたレオも、同じような体験をしたんだ。そ
れで二人で壊れにくいボードをつくろうと決意したのが、
この会社の出発点だね」と、シルヴァンさん。

低い環境負荷と最高峰の性能

3Dプリンターの稼働やバイオプラスチック原料を注入す
る際の熱源は、小さなモーターがあれば十分で電力もさ
ほどかからないうえ、サトウキビ由来のバイオプラスチッ
クを使っているため、WYVEのサーフホードは一般的な
製造方法のものと比べて、製造時の二酸化炭素排出量
が40％も少ない。さらに今後は、3Dプリントのプログラ
ムを改良して、製造時の廃棄物ゼロを目指すという。

「環境負荷を下げるだけじゃなく、最高峰の性能を持つ
ボードをつくるのも僕たちの目標なんだ。ワールドチャン
ピオンにもボードを提供している世界最高のシェイパーの
一人、ジョニー・カビアンカとコラボしたシリーズは、この
目標達成に限りなく近い。高度な職人技とテクノロジー
を組み合わせたボードを、ぜひ、日本のサーファーにも
使ってほしいな」
WYVEはアメリカの展示会にも積極的に出展するなど、
グローバル展開に力を入れている。海を愛するサー
ファーの挑戦は今、世界中に広がる波に乗り始めている。

大切な海を汚してしまうレジャーの矛盾

サーフボードは、プラスチックでつくられる。
木の板や丸太で波に乗っていたのは大昔のこと、現在は
プラスチックとガラスクロスを組み合わせ軽く丈夫につく
るのが一般的だ。プラスチックなので、海で壊れれば海
洋ゴミになるし、製造工程では有害物質や二酸化炭素が
排出される。海のレジャー・スポーツの代表格でありなが
ら、サーフィンは自然にやさしいとは言い難い。

「海は幼い頃から一番大切な遊び場だった。サーフィンは
好きだけど、大切な海を害する道具を使っていることに
は、ずっと抵抗があったんだ。サーファーは皆、直接海に
触れているから環境の変化には敏感だし、綺麗な海を守
りたいといつも思っているんだよ」
真摯にそう語ってくれたのは、サーフボード製造を手掛け

るWYVEの共同創業者の一人、Sylvan FLEURY（シ
ルヴァン・フルリー）さんだ。
近年、多くの産業で環境配慮や持続可能性が重視され
ているが、それはサーフィン業界でも同様で、むしろより
敏感でさえある。海を汚染しない新たなサーフボードを
開発しようという動きが、各国地域で始まっている。

3Dプリントでつくる壊れにくいサーフボード

フランス南部、スペイン国境に程近い海沿いの街・バイヨ
ンヌの倉庫街に、WYVEの工房はある。24時間稼働の
3Dプリンターが、熱して液状化したプラスチックを100層
ほど積み重ねる作業を行っているため、工房内は冬でも
暖かい。プリンターにより徐 に々形作られていくのは、大
小の六角形が連なるハニカム構造。これが、シルヴァンさ
んたちが開発した“壊れにくい”サーフボードの芯となる。
WYVEでは、3Dプリント技術とバイオプラスチックを用
いたサーフボードを製造している。最大の特徴は高い耐

リサイクル素材からつくるサーフボード

ボルドーを流れるガロンヌ川を臨む工業地帯で、2018年、
3人のエンジニアがサーフボードメーカーを立ち上げた。

「今までにない、他のブランドがつくっていないような
環境を壊さないサーフボードをつくろうと思って、3人
で始めたんだ。最初はセカンドジョブとしてスタートし
て、続けているうちに大きな事業になっていったんだ」
Nomads surfing創業者の一人、Basile GENTIL（バ
シール・ジョンティ）さんはそう語る。
創業のきっかけは、3人がサーフィンをする中で気づい
た海洋汚染。フランス本国ではなくフィリピンやマレー
シアなど海外で働いていた3人は、共通の趣味である
サーフィンを楽しむ中で、世界中の海が危機的な状況
にあることを感じ取った。
Nomads surfingのサーフボードの特徴は素材。リサ
イクルプラスチックやバイオプラスチックといった再生
可能素材に加え、コルクやリネンなどの自然素材も取
り入れている。しかも、リネンは東ヨーロッパで栽培さ
れたもので、コルクはボルドーの地元スーパー等で収
集されたもの。他にもサーフィンアクセサリー（サーフ
ボードと足をつなぐコードや、フィンなど）をフルライン
ナップで提供しており、ここでも自動車のシートベルト
や古いウェットスーツなど、ユニークなリサイクル素材

を多く使っている。
「素材は確かに大切だけど、もう一つ、大切なものがあ
る。パートナーだよ。僕らの製品は、ボルドーの本社か
ら1,000km圏内で原料調達・製造を行うことにこだわっ
ているんだ。パートナーとたくさんの意見交換をしなが
らつくることで、良い素材で高い品質を実現できるし、
地元経済への貢献もできるからね」と、バシールさん。
この言葉の背景には、多くのサーフボードやサーフィン
アクセサリー（サーフボードと足をつなくリーシュコード
など）が、北米やアジアなど欧州の外で製造されている
状況がある。遠方での製造では、輸送による環境負荷
がかかるのはもちろん、製造の現場や素材を管理する
のも難しい。環境面でも経済面でも持続可能な製品に
こだわればこだわるほど、地元であるフランス・欧州で
の製造が重要になる。

「海を守りたい」という
多くの人の想いをつなげる

Nomads surfingでは自分たちの事業を通じた環境
貢献にとどまらず、海を保護する様々な活動への支援
を行っている。創業以来続けてきた海洋保護団体への
寄付を発展させ、2023年、海洋生態系の保護・保存に
関するプロジェクトを支援する基金「Nomads 
ocean care」を設立した。現在、生態系の保護、学校
での意識向上、珊瑚礁の再生という3つの主要テーマ
を掲げ、多くのプロジェクトを支援している。

「海を守るためには、たくさんの人の意識や行動を変
えていく必要がある。リサイクルに協力してもらっ
たり、海洋ゴミになる素材を使わないよう意識して
もらったりね。同時に、サーファー以外にも海が好
きで、海を守りたいと思っている人はたくさんいる
はず。そんな人たちの想いをつなげて、海を綺麗に
する活動を進めていくために、僕らは財団をつくっ
たんだ」
活動の幅を広げつつ、バシールさんたちは製品を通
じて海洋保護の意識を高める地道な活動も続けてい
る。サーファーの海への意識が高いとはいっても、そ
のために少し高価な環境に配慮した製品を買ってく
れるかといえば、それは実際のところ難しい。だから
Nomads surfingは、サーフショップの店員たちに
海洋保護やリサイクル素材に関する知識を伝えて顧
客への啓発に協力してもらったり、各地のマーケッ
トやイベントでTシャツやキャップなど手に取りや
すいグッズを販売して、少しずつ自分たちの価値観
やNomads surfingのコンセプトを浸透させている。

「海を害しているというサーフィンへのイメージを変
えること、海を守るために行動しようとたくさんの
人に思ってもらうこと、そんな変化を通じて海洋保
護を実現していくのが、僕らの目標なんだ」
海がいつまでも楽しい場所であってほしい。海に触
れたことのある誰もが持つ願いを実現するために、
サーファーたちはそれぞれの場所で、それぞれのや
り方で動き出している。

Nomads surfing

サーフボードと足をつなぐリーシュコード。
自動車のシートベルトをリサイクルしてつくっている。

コルク製のサーフボード。

製品の組み立てや修理を行う工房。リーシュコードの組み立て中。

Nomads surfingのオフィス。

Nomads surfing創 業 者 の 一 人、Basile 
GENTILさん。創業前は、乳製品関係のエン
ジニアをしていた。

サーフボードに取り付けるフィン。漁網からつくったリサイク
ルプラスチックや、自動車部品をリサイクルしたカーボン素
材を使用。

WYVE
https://wyvesurf.com/

https://www.nomads-surfing.com/

© F_F

青い海をずっと楽しむための、サーファーたちの挑戦

サーフボードの芯をつくる3Dプリンター。
共同創業者レオさんの造船に関する知識・技術を活かして開発した。

WYVEの共同創業者 Sylvan FLEURYさん。
海沿いの街・モンペリエ出身。

サーフボードにプリントしたWYVEの
ロゴ。社名の由来はWave（波）とHive

（蜂の巣）。

海はレジャーを楽しむ場でもある。海水浴やダイビング、釣り、ヨットやビーチバレー、そしてサーフィン。
楽しみ方はそれぞれだが、一つ間違いなく共通することがある。
それは、汚染された海では楽しめない、ということだ。
いつまでも楽しめる青く美しい海を守るために、新たな挑戦を始めたサーファーたちに話を聞いた。
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3Dプリンターでサーフボードの芯をつくるWYVEのスタッフたち。現在働いている8名は、全員が現役のサーファー。

海洋プラスチック問題に関する意識調査からわかる、
好感度を購買行動に結びつける難しさ

Column

2024年10月、株式会社パイプラインは日本に住む20〜30代の約1,000人を対象に、海洋プラスチック問題に関する意識調査を実施した。
近年、「海洋プラスチックは深刻な環境問題として世界的に認知されている」と言われることが多い。しかし一方で、「環境配慮をうたう商
品の売上は伸びづらい」という意見もある。
この相反する現状認識を踏まえ、実際のところ、一般消費者は環境問題をどのように理解しているのか、そしてその理解は日々の行動（た
とえば購買行動）にどのように影響しているのかを、今回の調査結果から読み解いていく。

海洋プラスチック問題の害を理解している消費者は、
その問題の解決に貢献する商品、たとえば海洋プラ
スチックごみをリサイクルした商品を購入するのか。
商品選びの際に社会や環境に配慮していることは影
響するか、という質問に対して、34％が『まったく影響
しない』と回答、33％が『購入の決定には影響しない
が、商品への好感度は上がる』と回答した。ここから、
購入にはあと一歩の後押し（魅力）が足りていない
現状がうかがえる。では、どのような魅力を感じれば
リサイクル商品等を購入するのか。その回答は、価
格、デザイン、耐久性、品質など様々だった。
これらの結果からは、環境配慮は商品の好感度向
上には一定の効果を発揮するが、購入に至るには価
格やデザインなど商品そのものの魅力を備えている
ことが欠かせない、という非常に現実的な消費者意
識が浮かび上がる。だが、好感度を上げる要素とし
て認識されていることは間違いなく、見方を変えれ
ば、現代社会において環境配慮されていない商品
は好感度が上がりづらい、とも言えるだろう。
今後、環境配慮は人気商品を生み出すうえで欠か
せないポイントの一つとなりそうだ。

商品の好感度は上がるが、購入の決定には影響しない

海洋プラスチック問題について、『よく知っている』『や
や知っている』『あまり知らない』と回答した人が約7
割、さらにその中の6割以上が『多くの海洋生物に害
を与えている』と認識していた。『自然界で完全に分
解されず存在し続ける』『生態系を破壊している』と回
答した人も多く、プラスチックが生物に悪影響を及
ぼすこと、そしてその影響は長期的であることが、広
く知られているのがわかった。

6割以上が海洋生物への害を認識

よく知っている

やや知っている

あまり知らない

まったく知らない

11.1%

33.6%
28.4%

26.9%

海洋プラスチック問題について、
どの程度知っていますか？Q.1

プラスチックは自然界で完全に
分解されず存在し続ける

多くの海洋生物に害を与えている

海産物を通じて人間の
体内に取り込まれる

漁業や観光業に
悪影響を与える

2050 年には魚よりも海洋ごみの
量の方が多くなると言われている

生態系を破壊している

65.6%

56.7%

52.4%

34.7%

33.7%

18.8%

海洋プラスチック問題について、知っている
ことを教えてください（複数回答可）

（Q.1で「よく知っている」「やや知っている」「あまり知らない」と回答した方が回答)

※全7項目中上位6項目を抜粋

Q.2

購入の決め手になる

購入の決定に
やや影響する

購入の決定には影響
しないが、商品への
好感度は上がる

購入の決定には
まったく影響しない

8.8%

24.5%
32.7%

34.0%

商品選びに社会や環境に配慮した
ものであることがどのくらい影響
するか、本音を教えてください

価格

デザイン

耐久性

品質

使用感

環境への影響

機能性

レビューや評価

39.0%
31.6%

25.3%
24.8%

20.9%
16.3%

14.9%
13.6%

※全 13項目中上位 8項目を抜粋

海洋プラスチックごみをリサイクルした商品を
購入したくなるのは、どのような点に魅力を
感じたときですか？（複数回答可）

Q.3 Q.4

調査結果全文 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000014135.html
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https://www.produrable.com

Produrableは2007年から続く、持続可能な経済発展を推進する企
業・団体・個人が集まるヨーロッパ最大級のイベントです。特に企業
のサステナビリティ促進に関わる人やソリューションを重視し、社員
の意識啓発や活動促進に有益な情報の発信、ベストプラクティスの
共有に力を入れています。
第17回目となる2024年は、10月9日・10日の2日間にわたって開催
され、約340社が参加、300を超えるカンファレンス（会議）が実施さ
れました。持続可能で魅力的な社会を築くために、その価値や重要
性をどのように考えるかに焦点をあて、様 な々テーマの解説や探求、
インスピレーションの提供を行いました。

AGOTERRA
https://www.agoterra.com

企業と農業を結び、持続可能
で低炭素な農業への移行を
加速することを使命としていま
す。具体的には、企業がカー
ボンフットプリントを削減する
取り組みを支援し、欧州の農家の低炭素化を促進
するプロジェクトへ資金を提供。低炭素化プロジェ
クトは地域密着型でインパクトの大きいものを厳選
しています。また、独自の追跡プラットフォームを利
用してインパクトの指標を視覚化することで、簡単
にプロジェクトの進捗確認ができるシステムを整え
ています。

Géochanvre
https://www.geochanvre.fr

100％フランス産の天然繊維を原材料とする不織
布を製造しています。畑で用いられるプラスチック
製農業資材に代わる、100％再生可能な資材として
提供しているほか、包装や縫製、防音の分野でも
活用されています。
コロナ禍では天然繊維100％のマスクを製造し、
160万枚を販売しました。これを機に、産業向けフィ
ルターフェルトの製造・提供を開始。空気または水
に対して高いフィルタリング効果を発揮するととも
に、原材料・製造工程から使用後の処理までライ
フサイクル全体にわたって環境配慮ができるユニー
クさが評価されています。

Rize
https://www.rize.farm/

人工知能アルゴリズムとカーボンクレジッ
トを活用し、農業の低炭素化促進を加速
します。農家のためのカーボンクレジット
を生成し、持続可能な農業への転換のイ
ンセンティブとなる収入源を提供します。
カーボンフットプリントを計算するRizeの
ツールは、強力なアルゴリズムを備えてお
り、農地の変化や実践している取り組み
を入力すれば1時間以内に計算結果を出
すことができます。そうして作成したカー
ボン証明書は、気候変動に取り組む企業
へと販売します。

書籍の販売ブース。内装にはProcédés Chénelの素材が使用されている。

『TeXT vol.08』で紹介したProcédés Chénelのブース。紙を用いた空間装飾が印象的。

注目トピック  ▶  持続可能な金融とCSRD、 生物多様性、 AIとデジタル

2024年に注目された11のテーマ
▶ 農業・食・健康
▶ 循環経済・資源
▶ 教育・研修・研究
▶ エネルギー・気候
▶ AI・テクノロジー・デジタル
▶ マーケティング・コミュニケーション

▶ 自然・生物多様性
▶ 生産・流通・消費
▶ 人材・社会的イノベーション
▶  戦略・ガバナンス・ファイナンス・

CSRD
▶ 地域（ 住居・交通・モビリティ）

SALON Produrable

出展企業紹介（農業関連）

会場内の様子。設備全般についてプラスチックの使用を制限。資源の効率的利用を図った。

Magic Pulpのブース。装飾、デザイン、テキスタイル、家具などの分野で紙の可能性を拡大している革新的な研究開発ラボ。　https://magicpulp.com

会場入り口。パリ市17区にある国際会議場Palais des congrès de Paris（パレ・デ・
コングレ・ド・パリ）で開催された。

Produrable運 営スタッフ。ユニフォームは
Magic Pulpが手がけた。

会場内を移動するゴミ箱ロボット。包装紙材の
リサイクルなどに取り組む企業Lékoが提供し
たもの。

カンファレンスの様子。生物多様性や都市の脱炭素化、企業のサプライチェーンを持
続可能なものにするための投資など、様 な々テーマで開催された。



13 TEXT été 2025 été 2025  TEXT  14

Mont Saint-Michel

さよなら、1979年のモン・サン・ミッシェル
砂の城が、海上のピラミッドに還るまで

サステナブルシティを訪ねて
第 10 回

モン・サン・ミッシェル

パリからTGVに乗って、レンヌ駅まで2時間。そこから
バスで１時間と少しで、モン・サン・ミッシェルに着く。
あと10分、期待が高まるその瞬間にバスは霧と雲に
包まれた。窓からは何も見えない。さっきまで晴天だっ
たずなのに。大天使ミカエルが舞い降りたという奇跡
の島との再会を前に、少し不安になる。天使もすっか
り年老いたのかもしれない。視線を窓に戻す。少しず
つ、霧が晴れ、光が射す。半島の切っ先、湾の気候は
変わりやすい。窓越しに、残り霧越しに、懐かしくも美
しいモン・サン・ミッシェルの姿が浮かんでくる。
モン・サン・ミッシェルとはフランス語で「聖ミカエ

ルの山」。先住民ケルト人の聖地として礼拝堂が建立
されたのは708年のことだ。その後、966年にベネ
ディクト派の修道院が築かれ、巡礼の地として人々の
心の拠り所になっていった。14世紀の英仏百年戦争
の時には要衝を守る難攻不落の城塞としての役を担
い、再び修道院として復興するのは16世紀を待たな
ければならなかった。18世紀のフランス革命後、今
度は反体制派を収容する監獄に…。19世紀にようや
く信仰の地として再興するのだが、平和という言葉の
複雑な響きに、顔を曇らせて項垂れる天使のため息
が聞こえてくる。

島に入ると、修道院へ続く参道「グランド・リュ」があ
るのだが、海が見たかったので脇道を上がり、城壁を
歩く。百年戦争時にイギリス軍に対抗するためにつく
られた難攻不落の要塞。左手に参道の賑わいを見下
ろしながら、右手に海を拓く。要塞時代の名残りでも
ある見張り窓や、格子越しにも海が見える。そして、見
晴らし台に登ると、干潟の先にサン・マロ湾が一望の
ものとなる。あの海が満ちる時、この城は再び島にな
り、海上のピラミッドになる。波の音は確かに響き、時
を満たし、ここが島であることを感じさせてくれる。
右回りに登り切り、修道院へ。1300年にわたって様々
な形で使用されてきたモン・サン・ミッシェルは、各時

代の建築様式が渾然となった独特の世界観を醸し出
している。
島の入り口にあたる「大通り門」は15世紀に築かれ
たもので、要塞としての物語の入り口でもある。そこ
から百段以上ある大階段を登り切ると、息切れして、
座り込まざるを得ない。25年前は気にもならなかっ
た階段がいちいちきついが、西のテラスに出ると、
気持ちごと晴れわたる絶景が待っている。教会の入
り口に面していて、虹色の干潟の先に、確かに海が
広がっている。迷路のような教会だが順路をたどって
いけば大丈夫。モン・サン・ミッシェルのハイライト

「ラ・メルヴェイユ（修道院付属の教会の北側の居住

部分。フランス語で“驚異”の意味）」にもちゃんと着
く。13世紀に築かれたこの空間は“ゴシック芸術の
傑作”と言われている。三層構造の建物には最上階
の回廊や2階の騎士の間などが連なり、時間を忘れ
させるほど魅力的だ。
帰りは参道「グランド・リュ」を下る。19世紀に建てら
れたホテルやレストラン、ショップなどが歴史的建造
物に織り込まれ、軒を連ねている。狭い坂道にチャー
ミングに射す光が、ちょっと江ノ島の参道を思い出さ
せる。観光は良い。何しろ、光を観るのだから。時空
を超えた場所を歩く、たくさんの人のたくさんの笑顔。
大天使が見たかったのは、きっとこの姿なのだ。

モン・サン・ミッシェルが島に還ることができたのには、
もちろん理由がある。危機と正面から向き合い、たくさん
の人 の々想いと知恵を集め、お金も時間もかけることが
できたからだ。モン・サン・ミッシェルの砂漠化は、人の
行いが原因となった環境問題であり、観光が増え過ぎた
結果でもある。光だけを見ていると、影は見えなくなる。

2025年のモン・サン・ミッシェルで、バスは島に着か
ない。駐車場や観光案内所などの起点は島から2.5km
離れた陸地側にある。かつて訪れた時、バスは島の
入り口に横付けされた。今、雲はすっかり抜け、青空
の下にモン・サン・ミッシェルの美しいシルエットが現
れている。美しいだけでなく、何か特別な引力がある。

前回と同じだ。無料のシャトルバスもあるが、島に続
く景色があまりにも魅力的だったので、新しい橋を
渡っていく。何にも遮られることのないモン・サン・ミッ
シェルの島と湾の姿。ちょうど干潮の時間で海面を渡
ることはできなかったが、流れる潮風が、海の予感を
十分に伝えてくれた。

もう一度、モン・サン・ミッシェルに行きたいと思った。フランスを代表する名所であり、年間300万人に及ぶ観光客が訪れる「海上のピラミッド」。「西洋の驚異」とも称され、
岩山の上にどっしりと浮かぶ景観と、8世紀から何世紀もかけて建設された壮大な修道院の姿に圧倒された記憶。ただ、そこに海はなかった。子どもの頃、写真で見た
モン・サン・ミッシェルは確かに海に浮かんでいた。干潮時には大陸とつながり、満潮時には島となる海の上の芸術。中世から巡礼の地とされ、その歴史のうねりの中を
生き続けた文化が世界中の人々を惹きつけた。しかし、永い年月が、海に砂を積らせ、1979年に世界遺産に指定された時には、すでに海に浮かぶ島ではなくなっていた。
あれから45年。2014年のこと。モン・サン・ミッシェルが島に戻ったというニュースが流れた。もう10年が経つ。今度こそ、海を渡って、モン・サン・ミッシェルに行きたい。

城壁の窓から見える、中世の海

海に浮かぶ光の城

天使は舞い降りた。しかし、平和への道は続かない

ラ・メルヴェイユ
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マーブルの紋章が紡ぐ美の深淵
食卓から伝える愛のメッセージ。

プレタポルテやアクセサリー、シューズ、レザーグッズなどのアートディレクターを務め、モードの世界へ

と翼を自在に広げるクリエイター、イネス＝オランプ・メルカダル。

彼女の優美な世界観は、ERAM（エラム）、LE BOURGET（ブージェ）、 EMMANUELLE KHANH(エマニュ

エル・カーン）など名だたるブランドとのコラボレーションを重ねてきたが、娘との生活がそこに、温度

のある彩りを与えた。2020年に立ち上げたライフスタイルを提案する自身のブランドIOMには、美しい

だけでなく、心を豊かにするメッセージが込められている。そして、彼女の日常にはコーヒーがある。そ

の芳醇な香りは、毎日の暮らしの温度を、少し、あげてくれている。

島を出て、バス停あたりまで戻る。時間があったので散
歩をしていると、小さな橋にモン・サン・ミッシェルの影
と、光への道のりの記録があった。
昔は、干潮時にできる干潟を歩いて島へ渡って訪れて
いたが、約130年前、積もった砂によって、海ではなく
砂に囲まれている時間が長くなる。原因は、巡礼者や観
光客のために土を盛ってつくった2kmほどの橋と道路。
潮の流れが変わり、砂が積もり、１年に50日ほどしか海
に囲まれなくなった。さらに堤防やダム建設など、数世
紀にわたり人の手が加えられた結果、砂の堆積は進み、
海は徐 に々遠くに去り、陸地と牧草地が広がるようにな
る。そして、城壁下に広がる駐車場は景観を見事に破壊
していった。
そんな時、モン・サン・ミッシェルの美しさを取り戻すた
めに、再生計画が立ち上がる。それは環境問題としてで
はなく、この島のアイデンティティを取り戻すためだった。
中世期にモン・サン・ミッシェルの地に修道院を築いた
僧侶たちは「周囲を海に囲まれ孤立した島」という環境
自体に聖地としての意味を見出し、宗教建築の極みとし
て、現修道院を建設することを決めたのだ。だから、海
の上にあること、それはモン・サン・ミッシェルがモン・サ
ン・ミッシェルであるために、かけがえのないものなのだ。
世界の専門家たちも呼応する。「もしこのまま何もしなけ
れば、2040年頃にはモン・サン・ミッシェルは砂地に
取り囲まれてしまう」。国や街も続く。次世代のために、
フランスの宝を伝えたいと、EUとフランス政府、ノルマ
ンディー地方とブルターニュ地方が、共同で再開発プロ
ジェクトを立ち上げたのだ。 1995年に調査が開始され2005年に工事に着工した

再開発プロジェクトの目的は、人類が創造した宗教建
築の最高峰＝モン・サン・ミッシェルに本来の景観を取
り戻し、湾の環境を戻すこと。そして、陸地から島へ「渡
る」という考えを基本にモン・サン・ミッシェルへのアク
セスを一新することだった。（France.frより）
130年前につくった道路をなくし、島まで橋をかけて、
潮の流れを元に戻した。2014年に橋は完成、総工費
は約300億円。さらに、川の上流にダムをつくり、たまっ
た水で砂を押し出すという計画も進められた。
2015年モン・サン・ミッシェルは10年にわたる大規模
な工事を経て、再び島となり、大潮時の数時間、完全
な島に戻る。城壁は海水に浮かび、島へのアクセスは
不可能になる。数時間しか続かない奇跡の時間が、
130年の時を経て蘇った。彼らが目指したのは、海面
を渡って、モン・サン・ミシェルに行くという時間の再
現だ。橋を設計したディトマール・ファイヒティンガーは
語る。「モン・サン・ミッシェルへ近づく道のり。それは
ただの通り道ではなく、島に渡ってからの体験を上回
る大事な過程だ。水平線の遥か彼方、海に取り残された

“どこか”と表現しても良いようなモン・サン・ミッシェル
にたどり着くために、橋を渡ること、そのための時間は
必要不可欠なものなのだ。幾何学的構造でつくられた
橋は、切れ目なく流れるような動きで陸地からモン・サ
ン・ミッシェルまでを結んでいる」
モン・サン・ミッシェルへ渡る橋は、時空を超える。た
どり着くのは、過去でも未来でもなく、かつて私たちが
夢見た場所、そのものなのかもしれない。

モン・サン・ミッシェルが
モン・サン・ミッシェルであるために

130年の時を超えて。
モン・サン・ミッシェル、海へ還る

 

グランド・リュ
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www.brewmatic.co.jpコーヒーマシンのプロフェッショナルカンパニー 〒224‒0041 横浜市都筑区仲町台5‒4‒22  
お問い合わせ ： 045‒947‒0801

喜び、万能性、ラグジュアリーの完璧な組み合わせ
JURA が誇る家庭用ベストセラーモデル、E8。
再構築された美しいデザインに、
これまで業務用マシンでしか見られなかった
様 な々機能を搭載。
バリスタ品質の再現性を極限まで高めました。
全自動コーヒーマシンの最高峰がさらなる進化を極めた、
世界の家庭用マシンを変えていく JURA フラッグシップです。

世界最高レベルの
家庭用全自動コーヒーマシン

E8
［ユーラ］

●電源・消費電力・電流：100V・1250W・12.5A 
●サイズ幅280×奥行き446×高さ351mm
●重量：9.6kg　●電源コード：1.1m ●水タンク容：約1.9L
●カラー：ブラック　●昨日：全自動式」豆、粉両対応　●付属品

Dark Inox Chrome

パリらしい中庭のあるアパートメント。レトロな佇まい
と、気品すら漂わせる二重扉のエレベーターでカタコ
ト登ると、そこにイネスのアトリエ兼自宅がある。ゴー
ジャスだけど、品の良い空間。豊かな色彩のテーブル
ウェアやタペストリーが、心地良い温度を与えていく。
迎えてくるのは、いつもの美しい笑顔。カーテン越し
に射すイネスの部屋の光は、スペインの太陽の色だ。
テーブルにはコーヒーと山盛りのミニクロワッサン。ちょっ
と怪我をしてしまって、隣の部屋で休んでいた娘さん
が顔を出すと、やさしくクロワッサンを差し出し「少し
待っていて」と笑う。その小さな笑顔こそ、イネスのク
リエイティブに新しい生命を吹き込んだ「かがやきの
素」なのだ。

「学生時代は文学を専攻していたので、そのままフリーラ
ンスのライターになったのですが、仕事を続けているう
ちに、何故かアートの世界に入っていました。ごく自然
に、モードの世界に導かれ、プレタポルテやアクセサ
リー、シューズ、レザーグッズなどのアートディレクター
がメインの仕事になったのです。ERAM（エラム）やLE 
BOURGET（ブージェ）、 EMMANUELLE KHANH

（エマニュエル・カーン）など多くのブランドとのコラボ
レーションは毎日風景が変わる刺激的な旅のようで、イ
ンスピレーションを無限に広げてくれました。この頃に
はシンガーとしても活動させていただき、CDも発売。
充実したクリエイティブライフを送っていました。私が
今のブランドで伝えたい『ライフスタイルそのものの表

現』に注力し始めたのは、娘が生まれてからのことで
す。それまでは友人や恋人とレストランやバーに行くよ
うな、典型的なパリジェンヌの生活を楽しんでいました。
でも、娘と家で過ごす時間が多くなると、やはり自分
のいる空間が気になり、テーブルウェアやインテリアに
興味が湧いてきます。丁度その頃、新型コロナウイルス
が蔓延して、フランスでは隔離生活を強いられた時期
でもあり、生活の質や、食事の時間の彩り、テーブル
ウェアの持つ意味、家族との時間を見つめ直す機会と
も重なり、結果として私の仕事にとても良い影響を与え
てくれたのです」
そんな新しいイネスの価値観で満たされているのが、
2020年に立ち上げた自身のブランドIOMだ。

IOMはテーブルウェアからライフスタイルまで、トータルに
コーディネートされたブランドだ。Webサイトのアドレスを
クリックすると、イネスにしか気付けない世界に浸される。

「フランスにはガストロノミーとモードの豊かな文化が
あります。私は、それを融け合わせることで、より幸
福な時間をつくる手助けがしたい。フランス人にとっ
て、食卓は愛のメッセージです。おいしい食事はもち
ろん、美しいテーブルウェア、美しい花で大切な家族
や友人をもてなすことは、フランスの習慣であり、文
化そのものなのです」

愛のメッセージを伝えるためのコンセプトは、イネスの
アイデンティティに根ざしており、IOMのアイコンでも
あるマーブル模様は彼女のオリジンである文学からき
ていると言う。

「文学を学ぶプロセスで、たくさんの本を読んだのです
が、昔の本の装丁には、よくマーブル模様が使われて
いたのです。時間を経て、IOMのコンセプトを表現し
ようとした時、自然にインスピレーションが湧いてきま
した。私自身の暮らしでも、古いものが好きで、音楽
もレコードで聴く。家には、ヴィンテージのものか、自

分でデザインしたものしか置いていません。サロンの
豹柄の壁紙も自分でデザインしたものです。
フランス人、特にパリジャンは人を自宅に招く習慣があ
るのですが、お互いの価値観を認め合う機会でもある
のです。私自身はフランスでも地中海に近いところで
育ったので、さらにその習慣は色濃いと思います。だ
から私の作品は、古き良き文化、習慣、歴史、文学、
愛すべきすべてから影響を受けているのです」。イネス
が追求するオリジナルなクリエーションは、どこまでも
美しく、そして暖かくなる。

ミニクロワッサンと少女の笑顔

ガストロノミーとモードの幸せな出会い

Inès Olympe Mercadal 
イネス＝オランプ・メルカダル

セラミック＆ライフスタイル クリエイター

フリーランスのライターから、アーティストへ。プレタポルテやアクセサ
リー、シューズ、レザーグッズなどのアートディレクターを務める。
2020年にアール・ヴィーヴル、ライフスタイルを提案する自身のブランド
IOM設立。エキゾチックで独特の色彩と世界観を持つ、テーブルウェア、
雑貨などが、パリのモード界で高く評価されている。
IOM  https://inesolympemercadal.com

インスピレーションを大切にする仕事にはコーヒーが
欠かせない。イネスのクリエティブにもまた、コーヒー
は大切な役割を果たしている。

「初めてのコーヒーは、高校生、15歳くらいの時でしょ
うか。ある日学校をサボって、大人の真似をして一人で
カフェに入り、カウンターで砂糖を入れてエスプレッソ
を飲みました。その頃はまだユーロでなくフランだった
のですが、コーヒーは安くて、大人たちは階級も関係
なく、工場で働く人も社長も、学生も、若者も老人も
みんなカフェのカウンターでエスプレッソを飲んでいま
した。まるで昔の映画のようなその世界に憧れていた
のです。そして、18歳くらいからは毎日飲むようにな
りました。
今のようなおしゃれなカフェでなく、troquet （トロケ）

と呼ばれる小さななんでもないカフェに集まって飲む。
メニューはエスプレッソだけ、しゃれた種類のコーヒー
はなく、エスプレアロンジェ（アメリカンコーヒーのよ
うな薄目のコーヒー）さえない。でも、ただ楽しくて、
たくさんの出会いを重ね、たくさんの愛や夢が生まれ
たのです」
若き日のセピア色の記憶は、今では、娘との生活の
彩りの句読点に変わった。

「今は朝一番にコーヒーを淹れます。まずはアロンジェ
を飲み、1日の始まりを安らぎで満たします。そのまま、
朝に3杯、ランチ後にデザートがわりに1杯。夏には、
エスプレッソと氷を頼んで、アイスコーヒーにして飲む
こともありますね。スペインではCafé con Hierro（カ
フェ・コン・ヒエロ）と言って、よく飲まれています。

なにしろ、私にはJuraのマシーンがあるので、いつ
でも、おいしいコーヒーがワンタッチ。1杯ずつ豆から
挽いているので、香りも十分楽しめ、まるでバリスタ
が淹れてくれているようです。カプセルタイプではない
ので、ゴミも出ずエコロジー。まさに、レストランやビ
ストロで飲むコーヒーのイメージです。マシーンのメタ
リッククロームの上質な素材感がすばらしく、控えめで
シック、エレガントで存在感があるのですが、それで
いてインテリアの邪魔をしないところが良い。むしろ私
の世界をつくる大切なアイテムになってくれています」
フランスの文化を愛し、歴史を温め、言葉から学ぶ。
美しく華麗なイネスの世界は、遠い時間からつながる
マーブルの模様で結ばれ、ミニクロワッサンと少女の
笑顔とともに、幸福な時間を紡ぎだしている。

映画の夢とエスプレッソのセピアの香り



海洋プラスチックごみを100％原料とするバッグ「 OUT OF THE OCEAN®」と、責任

を持って管理された森林の木材を原料とするウォッシャブルペーパーのバッグ「 OUT 

OF THE WOODS®」のアイテムを購入できるオンラインショップがオープンしました。

https://outofthewoods.jp/

サステナブルを持ち歩こう。
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OUT OF THE OCEAN®

管理された森林で間伐した再生材の
木質繊維を原料とし、使い古されたレ
ザーに似た質感ながら、軽量で高い耐
久性、何度でも洗うことが可能です。

OUT OF THE WOODS®

海岸や沿岸地域から回収した
プラスチックごみを100％原料
としたエコバッグです。

×




